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膠原病に伴う間質性肺疾患の評価における肺エコーの有用性： 

高分解能コンピュータ断層撮影との比較 

渡邊 晋二 

 

近年，肺エコー（LUS）は，間質性肺疾患（ILD）の検出において，非侵襲的で簡便かつ容易

に利用可能な画像診断ツールとして注目を集めています．一方，膠原病（CTD）の診療におい

て LUS をどのように実施すべきかは，明らかではありません．本研究では，CTD に伴う ILD

（CTD-ILD）患者において，LUS の臨床的有用性について高分解能コンピュータ断層撮影

（HRCT）と比較を行いました． 

 

本研究では，LUS の単施設前向きデータベースから CTD-ILD 患者を対象として選定しまし

た．LUS は 14 部位を評価し，総 B ライン数を検出しました．努力性肺活量，一酸化炭素拡散

能（DLco），肺胞換気量あたりの DLco，6 分間歩行距離，および ILD-GAP スコアを ILD の

予後指標としました． 

 

67 例の患者が登録され，その内訳は特発性炎症性筋疾患または抗合成酵素症候群が 29 例，全

身性強皮症が 25 例，関節リウマチが 10 例，混合性結合組織病が 3 例でした．CTD-ILD 患者

において，総 B ライン数は HRCT 上の ILD の範囲と相関しました（r = 0.66, P < 0.001）．特

に SSc-ILD 患者において強い相関を示しました （r = 0.78, P < 0.001）．総 B ライン数と HRCT

上の ILD 範囲は，予後指標と同程度の相関を示しました．一方，重回帰分析では，予後因子と

の相関を予測するにあたり，HRCT に加えて LUS を実施することの利点は限定的でした． 

 

本研究の結果から，LUS は，CTD-ILD 患者の重症度および予後評価のための HRCT の代替

手段として有用であることが示唆されました． 

 

https://doi.org/10.1093/mr/roae053 
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